
受　賞　者 業績「高強度耐熱マグネシウム合金の高温変形挙動の解明と加工組織制御技術の確立」

表 彰 理 由
野田雅史君は，自動車や鉄道車両など輸送機器の次世代構造材料として期待されるマグネシウム合金展伸材の高

温変形および加工組織制御技術に関する研究に従事しており，特に「熊本県 JST地域結集型プログラム 次世代耐

熱マグネシウム合金の基盤製造技術」では顕著な業績を上げている。長周期積層構造（LPSO）型マグネシウム合

金が熱的に安定であることを明らかにし，強化機構とされるキンク帯が残存することを見出し，高温変形では LPSO

相と a マグネシウム相間での破壊が生じないことを粒界すべりに着目し明らかにした。汎用マグネシウム合金で
は，変形機構の遷移点が，負荷応力状態により異なることを組織的に明らかにし，Z因子のほかに塑性安定性パラ

メータ/（e）により簡便に評価できることを示している。高温変形においては，雰囲気制御可能な 2軸引張圧縮試験

機を開発し，2軸応力場における強度と組織を連続的に調査することで，2軸変形特有の変形機構を見出し，FEM

解析の精度向上にも貢献している。

以上のように，同君はマグネシウム合金の変形挙動および塑性加工性の解明に関する重要な研究成果を力学と組

織学的知見から上げており，今後の発展と活躍が大いに期待される。

野田　雅史　君

（千葉工業大学）

軽金属女性未来賞は，軽金属分野において学術研究または技術開発に顕著な功績をあげ，将来の活躍が期待される新進気鋭の女性研究者ま

たは女性技術者に贈られるもので，平成 21年度に創設された。軽金属女性未来賞選考委員会（委員長　伊藤吾朗）の審査を経て，9月 29日

（木）に開催された一般社団法人軽金属学会第 3回理事会において慎重審議の結果，下記のとおり 1名の授賞を決定，軽金属学会第 121回秋

期大会第 1日目の 11月 12日（土）に早稲田大学において表彰式を挙行した。

第 3回　軽金属女性未来賞受賞者表彰

受　賞　者 表 彰 理 由
渡辺睦子君は，入社から現在に至るまで一貫して研究職に従事し，古河スカイ㈱初のプロパー社員の女性管理職

として登用された。入社後すぐに電解コンデンサ用アルミニウム箔地の特性改善の研究に取組み，その再結晶挙動

の解明において大きな成果を上げた。その後は，主に表面技術に関わる研究に携わり，プレコート材の塗膜中のイ

ンナーワックスの挙動の解明について大きな貢献をした。また缶材の塗装技術においても，近年の環境問題対応か

ら缶蓋の塗料が溶剤タイプから水性タイプへ大きく転換することになったが，水性塗料特有の不具合現象を塗料物

性，硬化挙動の面から解明し，塗装条件を最適化することにより，その量産化に大きな貢献を果たした。また，こ

れ以外の分析業務を通しても缶材，箔地全般にわたる技術改善に大きく寄与してきた。現在でも塗装技術に関し

て，塗膜の分析技術の向上や計算機シミュレーションを取入れて，更に高いレベルの研究に取組んでいる。

一方，軽金属学会では，その発足以来｢女性会員の会｣の会員として在籍し，LMコラムへの投稿など積極的に活

動している。

以上のように，同君は軽金属分野においての研究開発に顕著な功績をあげ，同分野で今後増え続けるであろう女

性技術者の先駆的人材として，活躍が大いに期待される。

渡辺　睦子　君

（古河スカイ株式会社）




